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おける有利な変種の保存による種の起源』（On the Origin of Species by



















が終盤に近づいた1853年10月 9 日，ダーウィンはフッカー（Joseph Dalton





める」（Began by Lyells advice writing species sketch）と記した5）。同年11
月10日のライエル（Charles Lyell）への手紙では，「順調に我が大著に取
り組んでいます」（I am working very steadily at my big Book）と述べて
いる6）。








abstract of Species book）と記されている。その後の書簡では，「我が大














1858年 7 月 1 日，リンネ学会の会合でダーウィンとウォレスの共同論文
が読み上げられた。発表の順序は，最初にダーウィンの1844年「エセー」
の第 2章からの抜粋，次にダーウィンが1857年 9 月 5 日にグレイに送った
手紙からの抜粋，最後がウォレスがダーウィンに送付した論文であった。
この共同論文は後に学会の機関誌に掲載された11）。
ダーウィンの1844年「エセー」第 2章のタイトルは，“On the Variation
of Organic Beings in a State of Nature ; on the Natural Means of Selection ;
on the Comparison of Domestic Races and True Species.” であった。ウォ
レスの論文のタイトルは，“On the Tendency of Varieties to depart indefi-
nitely from the Original Type.” であった。共同論文全体のタイトル，“On
the Tendency of Species to form Varieties ; and on the Perpetuation of Varie-


































マレーは “abstract” と “natural selection” とを削除するよう要請していた
ことが分かる15）。ダーウィンは参照文献の記載を省略している弁解として
“abstract” が必要だと考えていたが，ここはマレーとライエルの意見に
従って “abstract” の削除に同意した。しかし “natural selection” はなじみ
がないというマレーの意見には同意せず，“natural selection” の後に “or
the preservation of favoured races” という言い換え語を加えることにした。
1859年 9 月10日のマレー宛ての書簡では，タイトル案から “Varieties”
を削除するよう申し出ている16）。これは問題を明確にする上で賢明な処置
だといえよう。
最終的には末尾に “in the struggle for life” が加えられ，初版の扉に記
載の正書名は下記のようになった。
ON / THE ORIGIN OF SPECIES / BY MEANS OF NATURAL SELECTION,
/ OR THE / PRESERVATION OF FAVOURED RACES IN THE STRUGGLE
/ FOR LIFE
この正書名は第 5版まで変わらなかったが，第 6版では冒頭の “ON” が
削除された。
前扉の略書名も，初版から第 5版までは “ON THE ORIGIN OF SPE-
CIES” だったが，第 6版では冒頭の “ON” が削除された。
背書名は，初版から第 4版までは “ON THE ORIGIN OF SPECIES” だっ
たが，第 5版では冒頭の 2語 “ON THE” が削除された。本書を指示する










By CHARLES DARWIN, M. A.,
ダーウィンの正式名称は Charles Robert Darwinである。その由来をた
どれば，Robertは父親 Robert Waring Darwinの名で，Charlesは父ロバー
トの長兄で秀才の Charles Darwin（17581778）の名である。ウエストミ





M. A.は学芸修士（Master of Arts）のことである。ダーウィンは1831年
















Fellow of the Royal, Geological & Linn. Socy.
すなわち，「王立協会，地質学会，およびリンネ学会の会員」と記され






ている。ダーウィンも第 4版以降は F. R. S.の肩書きだけで十分と判断し
たのであろう。
1807年創立の「地質学会」（Geological Society of London）はイギリス
最古の専門学会である。ダーウィンはビーグル号航海からの帰国直後，
1836年11月に会員に選出されている。











AUTHOR OF ‘JOURNAL OF RESEARCHES DURING H. M. S. BEAGLE’S







FACTS and ARGUMENTS for DARWIN. By FRITZ MÜLLER. From the
German, with Additions by the Author. Translated by W. S. DALLAS, F. L.
S. With Illustrations. Post 8vo. 6s.
5）出版者と出版年
初版では扉の下方に出版社と出版年が下記のように記載されている。




















THIRD EDITION, WITH ADDITIONS AND CORRECTIONS.
（SEVENTH THOUSAND.）
第 4版（1866）以降の版でも第 3版と同じ形で記載され，第 6版（1872）
の最終訂正版（1876）では下記のように記載されている。ここまでの累積
発行部数は，17,500部であった。




種の起源』（On the Origin of Species by Means of Natural Selection, or the Pres-







偉大な哲学者の一人によって，神秘中の神秘（that mystery of mysteries）
と呼ばれている問題」と述べている（p. 1）。この哲学者とはハーシェル
（John Frederick William Herschel）のことである。ハーシェルはライエ
ルへの手紙（1836年 2 月20日）の中で，「私は，絶滅種が他の種によって
置き換えられることを神秘中の神秘と呼びたい」（I allude to that mystery
of mysteries, the replacement of extinct species by others.）と述べていた。
この手紙はバベッジ（Charles Babbage）の『第 9ブリッジウォーター論
集』（1837）に掲載され，同書の第 2 版（1838）でこれを読んだダーウィ
ンは1838年12月 2 日，転成ノート E59に，次のように書き入れた17）。
「ハーシェルは新しい種の出現を神秘中の神秘と呼び，この問題につい
て重大なことを述べている。万歳だ！『介在する原因』」（Herschel calls the
appearance of new species the mystery of mysteries, & has grand passage












は書名の冒頭部分は，Ueber die Entstehung der Artenと訳されていたが，
















































































gle for Life）を付記し，タイトル全体は “On the Origin of Species by Means
of Natural Selection, or the Preservation of Favoured Races in the Struggle for
Life” となった。














一般に英文書名で “or” が用いられている場合，“or” より後方の語句は
“or” より前方の主書名全体の言い換え，あるいは説明であることが多い。
しかし『種の起源』の場合，書名決定の経過から見て，“or” より後方の









































問題に当てている。Thierry Hoquet, Revisiting the “Origin of Species”: The




ン書簡集』（The Correspondence of Charles Darwin, Cambridge UP, 1985）に








8）‘my larger book’（Letter to Lyell, Oct. 20, 1859. CCD7, 354.）, ‘my bigger
book’（Letter to Henslow, 11 Nov., 1859. CCD7, 370.; Letter to Fox, 25 Dec.,
1859. CCD7, 450.）, ‘my larger work’（Letter to Murray, 2 Dec., 1859. CCD7,
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Form Varieties; and on the Perpetuation of Varieties and Species by Natural
Means of Selection,” Journal of the Proceedings of the Linnean Society of London.
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by Natural Means of Selection,” Zoologist 16（1858）: 62936308.






18）Louis Agassiz, “Professor Agassiz on the Origin of Species,” American Journal




22）Donald J. Weinshank et al.（eds.）, A Concordance to Charles Darwin’s Note-
books, 18361844. Cornell UP, 1990.
23）Francis Darwin（ed.）, The Foundations of the Origin of Species : Two Essays
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